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4節出十議紗!

欠損の場合は大きさに( )を付した

号 ;五E与 出土地点 層f立 君主 種 で5τ 質
大きさ (cm)

重量(g) f藷 学、芸J 
長 中高 惇

1 
29-1 S 241 埋ニ 円盤状石製品 疑灰質泥岩 (6.0) (1.7) 0.9 (24.2) 

29-2 30-1 S1三F42 埋十み /マ、/ヴ 、 頁 Bムs 4.5 3a8 1.7 22.4 

30- S K04 理土 間 コ 緑色凝灰岩 9.5 8.2 (418.1) 両面盤石

32-1 S K23 壊土 Jヌ、ケJL/-1 真 (4.8) (4.2) 0.9 (12.9) 

32-115K23 1壊土i製石斧 武岩 (10.2) 4.4 2.8 (197.1) 基部欠損

S 1(79 埋土l 二ヰまヨFニ 綾 l イ山つ i 内 庁i 1.0 0.3 0.6 アスフアルト

・つ.J.Jつ日一 dつdつ μ ') S K79 埋土 鍛 F下Eミr ;fi ムS L;.0 0.9 0.4 0.7 

33-2 S K79 上皇土 有茎 鍛 賀 石ι'-' (2.3) 0.8 0.4 (0.3) 

33-2 S K79 埋土 茎石鱗 頁 主w.ヨJ (2.3) 0.8 0.4 (0.6) 基部尖端部欠損

1 S 133 床直 磨製 斧 貰 :t百 (8.9) 4.3 2.5 (140.4) アスブアルト

34-1 S 133 埋土 小野磨製石斧 泥 会f 4.8 1.3 0.8 5.8 

34-2 S 13'1 壊イ二 茎行鍛 頁 岩 3.9 1.3 0.7 2.0 アスフアルト

35-13 34-2 S 13，1 土:ifオて スクレイ qιふっj 4.8 3.9 1.0 9.4 

34-2 S 134 埋土 スクレイノすー 右I-W 8.2 4.0 1.6 49.7 

35-15 34-2 S 134 埋土 スクレイ 長 主E 5.9 つ7 "5.9 10.8 

34 -2 I S 134 埋土 スグレイノミー 頁 5.2 13.5 30.2 

I 35-17 :34~- 2 S 134 よ里土 スクレイノ;ー 頁 百よJ 4.1 1.5 44.0 
t 

35-18 34-2 S 134 埋土 スクレイノ ZιよゴJ 5.8 3.2 1.2 19.1 

35-19 リつサA ムつ S 134 床産 磨 石 i疑 乏Lムゴ」 10.6 7.9 4.7 479.7 両面

37-20 35-1 S 160 床直 スグレイ 貰 岩 5.!:! 4.9 2.1 55.7 

37-21 35-1 S 160 埋土 スグレイ 貰 主ιよ主J 3.6 4.9 0.9 9.5 アスフア/レト

37-22 35-1 S 160 床直 凹 凝灰岩 15.6 9.2 4.8 (771. 3) 両面

41-23 35-2 S 161 埋士 刊可 3二 控灰岩 10.7 8.2 5.6 (680.5) 片言言磨石

41-24 35-2 S 161 床直 有茎 蟻 頁 岩 1.4 0.9 0.3 0.4 

42-25 25 S N46 J景乱 皿 凝灰岩 (17.3) (16.9) (5.2) (1368.7) ベンガラ付着

42-26 25 S N46 撹言し 血 緑色凝灰岩 (12.0) (19.8) (4.3) (1093.3) ベンガラ付着

43 27 つに S Q43 思 凝灰岩 (14.8) (20.1) (5.0) (2338.4) 赤変

36-1 S Q50 ー〆口ァー 石英安山岩 (10.0) I (9.0) (6.5) (638.1) 片面

44-29 36 2 I犯 l埋土 ス レイノ;ー ""士lコJ 6.6 I 5.0 1.3 35.5 

44-30 3りL:_叶4 S 132 壇士 スクレ f 頁 6.3 I 4.3 1.6 25.3 

36- S 132 四百 凝灰 (1l.7) I (5.2) (4.1) (244.2) 両面謄石

51- IlVIA53 lV 1.5 0.1 (3.5) 土共器伴531、662とi 

2 I MB55 畿二千 ト 3.5 1.9 0.6 3.4 
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4音調査の記録

第21義石器観察表(2) 欠損の場合は大きさに( )を付した

挿悶番号 F日E司JfiLU〆応、ち召手主玉勺正 出土地点 層位 与白旦じr 種 石 質
大きさ (cm)

重量(g) i袴 考
長 幅 厚

63-34 51-2 MA55 W 石 槍 頁 ;EヨJ 11. 2 3.3 l.0 34.1 35と共伴

63-35 51-2 MA55 W 鋸歯緑石器 頁 苓ふム干i 10.4 3.3 ワ心， 円i 78.4 34と共伴

63-36 51-2 L S58 N 石 よ同合コ Z11三~ (4.1) (2.7) (1.2) (12./1) 

63-37 51-2 MA55 N 石 槍 チャート (6.2) (3.7) (2.4) (38.4) 基部

63-38 51-2 L S51 I 石 韓 頁 -〆L仁よコJ 5.3 2.4 0.7 6.1 

51-2 MA37 I ζ十 i 匙 百字 モ王J 3.1 2.6 0.8 5.4 

63-40 51-2 L T51 石 匙 主導玉(結j 5.2 (5.5) 1.1 (18.6) 

63-41 51-2 LT50 石 匙 |碧玉(緑) 5.1 (7.7) 1.2 (37.8) 

63-42 51-2 L T52 I 石 箆 頁 -々'-'コJ 9.2 3.4 1.5 47.4 

63-43 51-2 乱1A44 I 石 箆 宮 岩 7.0 (4.9) 2曾3 (79.2) 

63-44 52-1 L S63 N スクレイパー 石'-'"' 3.6 7.4 0.9 20.5 アスブア I[〆ト

63-45 52-1 L S60 N スグレイ チャート 3.2 7.1 1.5 26.7 

63-46 52-1 L S58 W 鋸歯縁石器 頁 辛Lよ苦J 5.9 4.1 2.4 53.5 

63-47 52-1 LT62 W 鋸損縁石器 貝 岩 7.2 6.4 2.2 84.6 

64-48 52-1 L T40 V スグレイノ;ー 頁 疋ιLJT 9.3 5.0 2.0 66.3 

64-49 52-1 L T63 IV スグレイノ¥- 貰 石よJ 6.9 3.6 1.6 38.9 

64-50 52-1 LT51 N スクレイパー 百 石LよJ 5.0 4.4 1.9 35.5 

64-51 52-1 LT40 W スグレイ 頁 疋ふよゴJ (4.3) (3.8) 1.4 (22.9) 

64-52 52-1 L T52 I スクレイノfー チャート (6.4) (4.7) (1.6) (36.6) 

64-53 52-1 L S62 W スクレイ 真 疋'-'王J 5.8 4.2 1.2 19.7 

64-54 52-2 表採 スクレイ 真 宅Lよ三} 4.3 2.3 0.7 6.1 

64-55 52-2 L S42 N スクレイパー 頁 ;EヨJ (3.7) (3.2) (l.1) (8.0) 

64 56 52-2 LT62 IV ヲ"，ノフ lr ノ l' ~)'\- 頁 TゴJ (4.4) (2.5) (0.8) (7.4) 

64-57 52-2 MA42 W スクレイノfー チャート 10.5 9.4 3.0 169.3 

64-58 52-2 L T40 V スグレイノfー 頁 岩 8.6 10.3 2.9 222.9 

64-59 52-2 MB58 W スクレイノfー 頁 石I-W 10.8 6.4 2.9 123.4 

64-60 52-2 お!IB58 V スグレイ 頁 7百 7.6 5.0 2.3 66.6 

65-61 52-2 L T40 V スクレイ 直 玉t 9.8 6.3 1.4 65.4 

65-62 52-2 L S61 IV スグレ{パー 貰ー 右 4.4 3.9 1.3 2l. 6 

65-63 52-2 MA58 N スレイ，- 碧玉(諒) 3.8 1.6 り.b 2a8 

65-64 53-1 おIA42 IV スクレイノ、;ー 頁 ιt山ニコ 7.0 3寝5 1.6 円.e.)今，，)勺

65-65 53-1 長IA51 スグレイ 頁 L七iコJ 1.り 4.0 1.5 62.6 

65-66 53-1 LT53 N スレ f 貰 一-ふt戸iニ 9.7 .1 .1 60.6 
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第22表石器観察表(3) 欠損の場合は大きさに( )を付した

揮白番号 図版番号 出土地点 層位 器 麓 口7一ー 彊
大きさ (cm)

重量(g) i蒔干さ 申富 厚

65-67 53-1 L T51 I スクレイノ?ー 貰 !E三J 11.0 5.5 1.8 86.8 

65-68 53-1 LT60 N スクレイ 貝 岩 4.7 2.0 1.0 8.7 

65-69 1 MA59 W スクレイノ 頁 :首LU 6.2 5.4 1.6 8.7 

65-70 53--1 L T59 W スグレイ チャート 8.1 4.4 1.5 55.0 

65-71 53-1 表採 スクレイ 頁 ::Eゴ4 9.0 5~4 2.3 85.2 

65-72 53-1 1'vrB50 I I Iスクレイ 自 μ二 4.3 2.5 0.8 6.1 

65-73 53-1 lVIA40 W スクレイパー 頁 正叫三玉J 7曹2 4.6 2島O 51.5 

65-74 53-2 lVIA55 N スクレイノ¥- 貰 王Lよ王J 9.1 6.0 3.1 85.0 

66-75 53-2 L T50 スクレイ 民 岩 11.8 6.2 2.4 74.6 

66-76 53…ーワM MA47 I スグレイノ¥- 頁 正LL玉J 8盟8 6.2 2.7 79.7 アスフアルト

66 -77 53-2 L S53 スグレイパー 主w主」 ι2 7.6 1.9 45.5 

66-78 :リηリーワムJ L T50 I スグレイパー 貰 ti4コJ 6.3 5.4 2.2 45.3 

66-79 53-2 L S60 W スグレイパー 百 EコJ 6.1 4.6 2.0 51.6 

66-80 53-2 lVIA38 スクレイパー 貰 岩 4.9 5.5 1.4 27.3 

66-81 53-2 L S61 N スクレ寸 石LU i.7 4.5 1.4 28.3 

66-82 53-2 LT59 W スクレイパー 貝 石 4.5 2.7 1.0 11.0 

66-83 54-1 L S52 N スクレイ 頁 石ふふJ 2.9 6 ') もコ 11.7 

66-84 54-1 L R51 W スクレイノ¥- 頁 石LU 5.0 7.2 1.6 32.9 

66-85 54-1 L S52 W スグレイ 貰 疋LムゴJ 6.4 7.7 2.1 58.7 

66-86 54-1 L R51 W スクレイパー 頁 耳』よ三J 3.9 4.8 1.1 12.9 

66-87 54-1 lVIA53 W スグレイ 頁 !EヨJ 4.7 4.7 1.0 20.1 

67-88 54-1 lVIA43 W スクレイ 頁 窄LよまJ 4.0 5.8 1.0 19.0 

67-89 54-1 ~v1 l-八でk =dT A 1'1 戸7，、/ケレv イe 頁 4山~ コ 4.4 6‘.τ i 1.1 14.5 

67-90 54-1 L T46 W スクレイノ?ー 頁 岩 5.9 3.8 0.7 12.1 

67-91 54-1 L T52 I スグレイ 貰 互ιよヨJ 3.8 4.1 1.1 11. 8 

67-92 54-1 L T37 I スクレイノfー 真 岩 7.6 4.9 1.9 63.2 

67-93 54-2 lVIA52 lV 磨製五斧 結色凝灰背 12.1 (3.9) 2.4 (200.4) 使用痕有り

67-94 54-2 lVIA44 階製石斧 砂 ZμEu f 11. 0 4.5 2.8 196.1 

67-95 54-2 L T58 N 製自 縁色凝灰岩 (8.8) 4 (] 2.3 (164.8) 使用j底有り

54-2 乱IA51 W 情製石斧 花樹閃緑岩 (10.2) 4晶8 281(2551j 基部欠損

67 _. 97 N 倍製 斧 花儲閃緑岩 .7) (4.()) (140.5) 基部欠損

fi7-98 54 L T62 N 製 主?で主 凝 灰岩 (4.3) (3.2) (2.5) (45.5) 刃部欠損

67-99 えリマ1 MA53 t-j製石斧 tムコt 10.5 3.0 H7.8 

ハ
吋
U
つd
寸
'
I占



4士

欠損の場合は大きさに( )を付した

i挿図番号 図版番号 出土地点 層位 器 謹 質
大きさ (cm)

重量(g) {持 考
長 幅 厚

67-100 54-2 L T52 N 濡半平円状打製石器 凝灰岩 (7.1) 13.1 1.9 (209.1) 

68-101 55-1 L S60 N 打欠石鍾 凝灰岩 11布。 8.9 ? n 197.3 

68-102 55-1 LT48 N 石 製 ロロロ j泥 5 ? (3.8) 2.1 (24.0) 

68-103 55-1 LT52 W 打欠石錘 i思 ヲvL〕ふ亡Jミf (3.9) 4.0 (13.3) 

55-1 L S62 N 円盤状石製品 ;嬰灰岩 6.0 1.2 (58雪4)

68-105 55-1 L S56 W 円盤状五製品 泥 乏Lムi (3.4) 3.3 0.7 (7.7) 関西研麓

68-106 55-1 LT52 I 円盤状石製品 泥 正14EJT 3.8 つcJ.つμ 0.6 6.9 側面研磨

68-107 55-1 L R51 W 円盤状石製品 砂質凝灰岩 3.7 3.5 0.9 12讃7

I 68-108 55-1 L T50 N 円盤状石製品 砂質凝庇岩 4.4 3.9 0.7 (12.5) 

68…109 55-1 MA50 W 円擦状石製品 砂質凝灰岩 (5.5) 5.4 1.1 (30.3) 

68-110 55-1 L S60 N 円盤状石製品 ;提灰岩 4.4 4.1 1.2 ワM り3~つω 

68-111 55-1 範確 円盤状石製品 凝灰岩 (3.2) (5.2) (0.9) (15.5) 

68-112 55-2 L S48 IV 四 右 凝灰岩 11 .7 8.2 5.4 758.9 荷面踏石

68-113 55-2 L S48 N 凹 石 凝 E疋岩 10.6 5.6 3.8 309.4 両面寵石

68-114 55-2 L T50 N 四 石 凝灰岩 10.5 8.1 6.0 570.3 片面擦石

68-115 55-2 L T62 N 凹 石 安山岩I10.8 9.7 6.1 755.0 片面磨石

69-116 55-2 L S57 W 凹 石 凝灰岩 12.9 (8.2) 5.4 648.3 両面

69-117 55-2 ?ャ'IA44 凹 石 石英安山岩 14.4 7.4 4.0 453.0 両面

69-118 56-1 L S38 W 出 石 石英安山岩 (13.0) 7.1 4.0 (422.2) 両面

69-119 56-1 L T52 N 凹 石 撰灰岩 12.5 6.1 4.0 (344.9) 両面

69-120 56-1 表探 凹 石 焼灰岩 11. 2 6.6 4.3 (283.8) 両面

69-121 56… 1 L T41 凹 石 石英安山岩 (7.0) (6.3) (4.8) (238.7) 両面

69-122 56-1 L T37 I 凹 石 凝灰岩 (9.3) I (5.7) (3.5) (259.0) |時間

69-123 56-1 MA39 凹 石 凝灰岩 (6.3) (4.7) (3.4) (144.0) 両面

69-124 56-1 L S57 N 凹 1ヨ五英安山岩 (9.7) 9.1 (3.5) (324.3) 

70-125 56-2 MT，43 lV 月臨コ ~Iþ 宅'5 (12.5) 6.9 4.0 (590孟4) 両面

56-2 L S40 W 石 凝灰岩 11.9 8.8 5.7 (806.9) 両麗

! 70-127 56-2 L S/1::¥ I 磨 M) 口!
q q 8る1 4.3 356.3 両面

70-128 56-2 i¥IA60 W 麿 結色凝灰岩f 10.6 9盆1 6姐] 日55.1 両面

56-2 MB55 N 磨 幻 砂 E 6.4 6.1 32 161. 6 両面

70-130 56-2 L T62 N π民F軍'" ゥ/けー 主必~~己~吠去、:ぶC八17と円弘 11.7 9薦。 6.5 1059.8 片面

70 131 56-2 L'1'59 N 磨 石 凝灰 お.;) 6.6 句..)作 (259.3) 片面

日-132 MA54 lV Jー仁ァー1 f.k' I .6) (17.4)!(50) 3280謝。 両面

ィ
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えて留まるとき

に熱が加わっ も外部の地磁気

である。従って、

る。溶岩と同じように、

る。どの程度加熱すれば磁場が保存されるかど

は、磁鉄鉱、チタン磁鉄鉱が磁性鉱物であるため、

製鉄炉跡では加熱、冷却が

--; 

うかの

400----60号。Cま

繰り返されているため当時の地球磁場

日

していると考えてよい。

されている残留磁化と年代の対応関係が詳しく調べら

れており、残留腕1r，n向や制官するだけで年代の推定が可能となっている(広岡，1971，1977)。

残念ながら、この古地磁気による年代の推定は地域的に西南呂本に限られること、紀元前の時

代の推定は出来ないことが欠点として上げられる。本調査の目的は、東北地方で適用可能な古

ること、 にま な方位データ ることである。

2 .試料

けをするオリエンテータ一、走f子を測るクリノメータ一、{填

測るブや口ントンコン〆パス、そして試料容器などである。試料容器は試料を保存する

ある。

み示してある D

した口

S 1 -61-01 から 6{圏、 S

1 -61-02 

己0-02 から 5i盟、 SZ -48 

から 5f菌、 S1 -60-01(焼土)から 6f圏、 S1ー

から 6(回、 S -76(地床炉)から 5f問、 S1 -34 

から 3

1
1
-
4川
吋
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から 5{圏、 S1 -18 (カマド)から 6i問、 S1 -28 (地床炉)から 5{呂、 寸。。

上測定

自然残留磁化

自

れて冷却したとき

の測定

している ア，レづペ、
- -、ー、 、キュリ ら

ると考えてもよいであろう。なお、磁イヒ

i~1 PPIJIED RESEi1t.R仁子1ネ十集人 srぜ 2) によりf二子っ

(玄、 Y、Z)のうち 2成分しか得ることができないた

し、それぞれの成分の 4回の値を平均してX、Y、Z

なお、

め、試料を 6田方向を変え

値とする。上記の方法をサンプ/レの数だけ繰り返す。

交流消磁

試料が保存している残留磁化は、長い年月にわたって最初の磁場とは異なった磁場にさらさ

れており、二次的な磁化成分が加わっている可能性がある口二次的な磁化成分を消去する手法

に交流消磁と熱消磁がある。本調査では交流消磁を用いた。交流消磁は、静磁場がほとんど無

い場所で、ある強度の交流儲場を作用させ、その振幅を Oに漸減し、磁化強度、方向の変化を

測定する。そして、交流磁場を次第に強くして同様の測定を繰り返す方法である。この手続き

により、不安定な磁化成分は消去され、正しい磁化方向が得られることとなる。第72• 73図に

一例を示す。第72図には残留磁化強度の減少の程度を横軸を交流磁場にしてプロットしである。

磁化方向の変化が第73図である。NRI¥1と書いである所が自然残留磁化を測定したときの偏角、

伏角の位置、 200、80などは消磁磁場の強度で、単位はエルステッド (Oe)である。この図からわ

かるように、 NRMだけでは正しい磁化方向が得られず、消磁操作は必須であることが明らか

である口本調査では全ての試料に交流消磁を施した。

4 .データ処理

測定した磁化方向は採集時の誤差、採集場所の撹乱などでパラついているのが普通である。

このパラついたデータから平均の磁北方向を求めるためにフィッシャ一統計を用いた (Fisher、

1953)。この統計は、データが球面正規分布に従うと仮定して処理を行う方法である。

に示すため、ふつう精密度ノfラメータ-k (precisionparameter) 

ぱらつきが少ないことを示している。更に、ぱらつき
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にまとめ した試料のうち小石が入っていたり、明らかに変形

られた結果を図示すると第74図となる D 閣には参考

壱示し

したものなどは省略して処理を行った。
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献

Fisher， R. (1953) : Dispersion on a sphere， Proc. Roy. Soc. A. 217. 295-305; 

よ

200-203. 

Eζ:  Archaeomagnetic study for the past 2，000 years 

in southwest J apan， fv1em. Foc. ScI.宅玄yotoUniv.， Ser. Geo 1害

乱1ineral.， 38.167-207. 

G 

SAMPLE N ODF(Oe) Dec Inc k 自95 時 イ吃

S 1 -61-01 ら 60 

S 1 -61-02 3 80 

S Z -75 4 50 32.94 21.96 10.63 29.55 縄文後期

S 1 -60-01 4 ?3U -6.6U 35.93 117.97 8.49 弥生初頭

S 1 -60-02 4 50 15.87 32.24 10.06 30.48 弥生初頭

S Z -48 5 60 40.06 54.53 112.90 7.23 縄文後期

S 1 -76 A 60 16.03 31.67 11. 57 28.22 縄文後@

S 1 -34 3 80 -6.74 52.87 51.41 17.37 弥生初頭

S 1 -18 包ノ 50 13.24 43.24 257.25 15.64 

S 1 -28 3 40 17.85 46.83 8.64 44.91 

Note: N :サンプル数、 ODF: まとまる

Dεc. (度)、 Inc 伏角(度)、 k fラメ / 均

立日・
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試料は S1…ω-01である。誠一Wrhは交流磁一場で単位はぷ/レ

ステッド (Oe)、縦車rlJは崎間磁化強度である。 i当然成留MHヒ
(NRl¥心強を lとしてある。

トi
ーし

当
12器

+ 

寸-

5 

C 

舎が告られたv.百i角、 iた角である。。と実線で

した同は広i前](1977)による年だと )i伐のi美i

f系である υ
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問に示しである所から試料を保集した。

第73思交流鴻E撃によ
試1;;1・は S1 -60-01である。交流出磁によって

三次的磁化成分を取り除くことが可能で・ある。
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議之副 :三£年代制定

2信!iJ 14 C 
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(MODERN ST ANDARD CARBON)について J.-
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3節火山灰分析

1 .分析の目的
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3 .分析結果

3 1 S 1 

は、 シルト る。 された まれる。軍

鉱物組成は斜方輝石>不透明鉱物(おもに路鉄鉱)>単斜輝石>角閃石で、軽鉱物組成では不

明鉱物が非常に多く認められる(第75図、第25表)。これは、水流によって運搬されてき

が多いことに まれる火山ガラスには、繊維東:!犬やスポ

ンジ状 し ほか、平板状のし， Jわゆるパブ しザて

られる。多くのガラスは、
。ヴ
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示すもの ま;!lてしユる。 うち、最も多く トトーγ (γ) 

の測定を行った。得られた値は、1.704-1. 708であっ

ヱド試料ーには、一般にテフラ となる火山ガラス ない。ま
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水流によっ されてきたと考えられる く含まれている。このことから、
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くの火山ガラス

/レ型のほ

火山ガラスの形態としては、選いパプ

くふくまれている。このほか、

やスボン られる。火山フゲラスについ (n) 

、
ノtノF， 

‘ J、-? 、"" 1_ -+-..:，ムーー てP
レ寸 .1 f. /_:) 色 / 工t:' /，-""デー
_- .漕 . .."，_~ー-、.~‘，、一、

ト1
♂F 、

ま ~l るよ1く山ガラス から

から北日 した 苫小牧火山灰 (B-Tmヲ ほかラ 1981)に る

能性が大きい。したがってS1 は、 11-~12世紀以前と考えられる。なお、

混入物と考えられる も多く られた。これは、 里… Ltごア二ょうと

考えられる。

4.まとめ

分析の結果、 SI ら採取された試料は、1l~12世紀に自頭山火山より し

たB-Tmに対比される可能性が大きい。 S I ら採取された試料はテフラ

ではなく、 2 と考えり才し。口

文献

(1972) によるテフラの同定一テフロクロノロジーの

11， p. 254-269. 

町田 g アに百カ
フf;jミ/j切 (1981 )日 ってきたテフラ 51今 p.562-569. 
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向然和堂伯作析

重鉱物組成 軽鉱物組成

誌

明 1 他のそ 約鉱数i定Hロjj 手!zl1ヰ ル型
lli! 
夕立

li5 一一 liilガ!万ガララ
ニ/ラ/マ、/ヲ、

ス

S 1 18 250 

S I 32 250 

重鉱物

。 50 100% 

問奈i方輝石

不透明鉱物

~単斜断

圏その他

角関石

軽盤物

050  100% 

住韮鉢，"，\~背鍛鈴鍛鍛鍛鈴鍛鍛鍛鍛鍛鍛鍛鍛鍛殻鍛鍛鍛鍛鍛鍛鍛鍛鍛鍛鍛鍛奴鍛鍛鍛鍛矧

i 陪王三三琳¥_""""""""""""""""""""""澗あおおお邸機泌総務籾

ス一ブヵー山〆Lιりノ
汗ゴ'レフロ 中間型火LL!ガラス

軽石型火111ガラス 石英

石長国 圏その抱

己遺跡鉱物鰻或ダイアヲろム

o
O
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4 しているため、

を ることにす一る。

2軒、炉跡9 7 

4宴、焼土遺構4

く該期として捉えるには若干問題が残ると

に高く、また、

を呈するものの、

ヲ

」悶声 つい

ては、遺物を優先させて特属年代を想定した場合、 SK40は前期、 S1(23寄 2ヲは晩期初頭から
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